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●
大
崎
町
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
の
た
め
の
財
政
上
の
特
例
措
置

等
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
大
崎
町
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
一

部
変
更
を
す
る
も
の
で
、
平
成
26
年
度
に
策
定
し
た
水
之
谷
辺
地
に
係
る

総
合
整
備
計
画
書
の
一
部
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

●
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

　

団
体
営
基
盤
整
備
促
進
事
業
（
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援

交
付
金
）
に
よ
り
基
盤
整
備
事
業
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
持
留
地

区
の
水
田
の
区
画
形
状
が
変
わ
っ
た
た
め
、
従
来
の
土
地
に
沿
っ
た
字
の

区
域
界
を
、
土
地
改
良
事
業
完
了
後
の
区
画
形
状
に
基
づ
い
て
変
更
す
る

も
の
で
す
。

３
つ
の
医
療
費
の
現
物
給
付
（
窓
口
無
料
）
を
求
め
る
意
見
書

提
出
を
求
め
る
陳
情
書

　

陳
情
者　

大
崎
町
假
宿
１
１
２
３
番
地
２　

稲 

留 

淳 

子　

氏

趣　

旨　

　

�　

鹿
児
島
県
の
３
つ
の
医
療
費
（
乳
幼
児
医
療
、ひ
と
り
親
家
庭
医
療
、
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こんなこと
　決めました !

 

陳
情
１
件
を
全
会
一
致
で
採
択 

 

計
画
等
の
主
な
も
の

 

意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決

重
度
心
身
障
害
者
医
療
）
の
助
成
制
度
は
い
ず
れ
も
償
還
払
い
方
式
で

あ
る
た
め
、
お
金
が
な
け
れ
ば
病
院
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

ま
た
、鹿
児
島
県
の
こ
ど
も
の
貧
困
率
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
３
位
で
あ
り
、

子
育
て
世
帯
や
重
度
の
障
が
い
者
を
と
り
ま
く
状
況
は
厳
し
さ
を
増
し

て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が
い
つ
で
も
安
心
し
て
必
要
な
医
療
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
公
約
で
あ
る
『
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
は
窓
口
一
時

払
い
を
完
全
に
ゼ
ロ
に
し
ま
す
』
の
政
策
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
県
知

事
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
と
い
う
趣
旨
か
ら
陳
情
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

３
つ
の
医
療
費
の
現
物
給
付
（
窓
口
無
料
）
を
求
め
る
意
見
書

　

�

※
次
の
要
望
事
項
を
記
載
し
た
意
見
書
を
、
鹿
児
島
県
知
事
に
送
付
い

た
し
ま
し
た
。

　

�　

３
つ
の
医
療
費
（
乳
幼
児
医
療
、
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
、
重
度
心
身

障
害
者
医
療
）
を
現
物
給
付
（
窓
口
無
料
）
に
す
る
こ
と


